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ネットワーク上における協調作業

ここ数年で製造業をはじめとする非

IT系の業界でも，多くの作業をコン

ピュータ上で行うことが増えてきました．

一方で，１つの会社，１つの拠点

に閉じないかたちでの共同作業が増え

ています．一例として挙げられるのは

自動車業界で，複数の会社によって供

給される部品を組み立てることによっ

て最終製品をつくりあげるような形態

です．また建築業界のように，大規模

なプロジェクトを複数会社でJVを組ん

で行うことが慣習となっている業界も

あります．

このような状況で協調作業を行う場

合，遠隔地をネットワークで結んで，

作業にかかわる人が直接集まることな

く参加できるという環境が求められつ

つあります．

しかし非IT系の業界では，計算機

システムを管理できる管理者を自社内

に持たない場合も多く，計算機システ

ムの構築・運用を外部に委託するケー

スが増えています．

そのような要求にこたえるために，

SBC（ Server Based Computing）

をベースとするアプリケーション共有の

プラットフォームを研究開発してい

ます．

SBCとは

SBCとは，アプリケーションの実行，

画面の描画まで，すべての処理をサー

バ側で行い，クライアント側では画面

表示とマウス，キーボードの処理だけ

を行う方式です（図１）．

サーバ側で実行されたアプリケーショ

ンの画面は，ネットワーク越しにクラ

イアントに送られ，表示されます．一

方クライアントからはマウス，キーボー

ドの操作情報がネットワーク越しにサー

バに送られ，それがアプリケーション

に伝えられます．これらのデータのや

り取りによって，アプリケーションは直

接操作されているのと同様の動作をす

ることになります．クライアントに搭載

される機能が非常に少ないため，thin

（薄い）client方式とも呼ばれます．

このようなSBCの仕組みを用いる

と，従来デスクトップPCで利用して

いたアプリケーションを改造することな

く，遠隔で利用することができます．

またデータ，アプリケーションを含

め，ほとんどの計算機資源をサーバ側

に集中させることができ，管理コスト

の大幅な低減が可能になります．さら

に集中管理の形態のため，システムの

運用・管理を外部に委託するアウト

ソーシングとの親和性も高くなること

が期待できます．

アプリケーションの遠隔利用を可能

にする技術としては，WWWを利用す

る方法もありますが，この場合はアプ

リケーションそのものをWWW対応に

改造しなければなりません．新規のア

プリケーション開発を前提とする場合

は問題になりませんが，既存のアプリ

ケーションを簡単に遠隔利用可能なか

たちにはできないという難点がありま

す．さらにHTMLの表現力の限界か

らCADなどグラフィック系のアプリケー

ションをWWW対応にするのは非常に

難しいという問題もあり，アプリケー

ションの種類によってはWWWによる

遠隔提供は不可能な場合もあります．

そのため，アプリケーションの種類や

その他の条件によって適切に使い分け

ることが必要となります．

管理コストを大幅に削減可能なアプリケーション
共有プラットフォーム

NTT情報流通プラットフォーム研究所では，SBC（Server Based Computing）
を利用して，アプリケーションを改造することなく複数人による協調作業に
用いることができるアプリケーション共有プラットフォームを研究開発して
います．ここではその技術の概要を紹介します．
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SBCベースアプリケーション

共有システム

本システムの特徴を次に示します．

(1) アプリケーション共有機能

本システムではアプリケーションの

動作するWindowsサーバと実際のユー

ザが操作するクライアントとの間に，

フロントエンドサーバを置き（図２），

サーバからクライアントに向かう画面

のデータを複数のクライアントに同時

に配信します．
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一方，複数のクライアントから送ら

れる操作情報の中から，現在アプリ

ケーションを操作する権利を持ってい

るクライアントの操作情報だけをサー

バに送ることにより，アプリケーション

は単一のユーザが操作しているのと全

く同じ状況になります．

本システムでは，対象となるアプリ

ケーションをCAD等のグラフィカルな

ものと想定し，単一のデータまたは図

面を複数人のユーザが共同で編集する

ような協調作業を想定しています．複

数人というのは２人から10人程度で，

それぞれのユーザはほぼ対等な権利を

持っているという前提で設計を行っ

ています．

本システムを用いるとネットワーク

を介して遠隔地でデータをリアルタイ

ムに共有することができます．さらに

データの実体は１つで，それを複数

のユーザが直接操作できるので，あら

かじめデータのコピーを各ユーザの手元

に配布するような形態の共有とは異な

り，作業後に作業の結果を統合する

という余計な手間がかかりません．

また前述のように，同時にアプリケー

ションを操作するのは単一のユーザだ

けに制限されています．このようにシ

ステム側でアプリケーションへのアク

セスを制御することで，アプリケーショ

ンそのものを複数ユーザに対応させる

ような改造を施すことなく，アプリ

ケーション共有のメリットを享受する

ことができます．

さらに，アプリケーションの画面を

共有するだけでは伝えにくい，「ここ」

に着目しているといった情報を伝達す

るため，また共同作業の途中経過を何

らかのかたちで残しておくために，ア

プリケーションの画面に透明なウイン

ドウをかぶせ，それに簡単な絵や文字

を書く「オーバーレイ｣機能を実装し

ました（図３）．

オーバーレイは複数のユーザが同時

に書き込むことが可能な設計になって

います．それにより，アプリケーショ

ンを操作しているユーザに対して他の

ユーザから指示をすることが可能です．

(2) Liberty Alliance対応Single

Sign On機能

これまで，１つのアプリケーション

または１台のサーバを複数のユーザで

共有する場合の使い方について述べて

きました．本システムは１人のユーザ

が複数のサーバ上に存在する複数のア

プリケーションを同時に使う形態でも

威力を発揮します．

複数のサーバ上で実行される別個の

アプリケーションを利用する場合，そ

れらのサーバが別々の管理主体によっ

て管理されていると，それぞれのアプ

リケーションごとに別のアカウントが

必要となることがあります．このよう

な場合，ユーザは別のアプリケーショ

ンを利用するときに，それぞれのアカ

ウントによって認証を受けなければな

りません．

本システムでは，１度認証を受ける

とその後本システム内に存在するすべ

てのサーバに対して認証が不要となる，

Single Sign On（SSO）機能を実装

しています（図４）．

Single Sign On機能の実装にあ

たっては，Liberty Allianceの仕様に

基づいて開発を行っています．Liberty

Alliance(1)とは，2001年９月に設立さ

れたオープンなSingle Sign Onの技

術仕様のための標準化団体であり，現

在世界中から160社を超えるメンバ

が加盟しています．日本からはNTTお

よびNTTドコモを含む複数の会社が

参加しています．

この機能によって，Liberty Alliance

の仕様に準拠したアプリケーション，

サーバを本システムに組み込み，サー

バごと・サービスごとの認証なしで利

用することが可能となります．

Liberty Allianceの仕様の特徴と

して，アカウントの分散管理が挙げら

れます．アカウントはそれぞれのサーバ

の管理主体によって別々に管理され，

それをフロントエンドサーバで連携さ

せます．そのため，Single Sign On

用に新たなアカウント体系をつくる必

図３　オーバーレイ機能
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要はなく，既存の体系をそのまま利用

することができます．

(3) セッション管理機能

前述の複数ユーザによる協調作業は

一種の会議であると考えることもでき

ます．そのような会議の開催を助け，

円滑に進行させるために，本システム

には次のような機能があります．

①　セッション予約，自動召集

あらかじめ会議を予約し，参加が予

定されているメンバを登録することが

できます．登録されたメンバの元には，

開催予定時刻が近づくと自動的にシス

テムから召集のメッセージが届きます．

その召集のメッセージに応答すること

で，参加者は円滑に協調作業への参

加の準備を整えることができます．

②　SIPによるセッション管理

召集などの機能はSIP（Session

Initiation Protocol）を用いて実装

されています．SIPはVoIP（Voice over

IP）などの世界で広く用いられるよう

になりつつあるシグナリングプロトコル

で，IETF（Internet Engineering Task

Force）で標準化が行われています．

③ VoIPほか，他アプリケーショ

ンとの親和性を考慮

SIPという広く用いられる標準的な

プロトコルを利用することによって，音

声会議やビデオ会議など，アプリケー

ション共有機能と同時に用いられる可

能性のある他のアプリケーションとの

親和性に配慮しています．

④　セッションディレクトリ

協調作業の予約を行うため，本シス

テムはセッションディレクトリと呼ばれ

るデータベースを装備しています．セッ

ションディレクトリは協調作業の予約，

予約内容の確認，予約の変更・取り
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消しに加え，過去の協調作業の情報

を参照することや，現在進行中の協調

作業に関する情報を参照すること，さ

らにはそれらの情報から，現在行われ

ている協調作業に参加するためのイン

タフェースを提供することができます．

従来技術との比較

Windowsをサーバとして用いる代表

的なSBC製品を次に示します．

・Citrix社 MetaFrame

・Tarantella社 Tarantella

・Microsoft社Remote Desktop機能

（Windows XP以降に搭載）

・GraphOn社 GO-Global

このうち，MetaFrameはアプリケー

ション共有機能を持っています．また

GO-Globalはv3.0でアプリケーション

共有機能の搭載を予定しています．

しかし，現在市販されている製品で，

SBCを利用したSingle Sign On機能

を搭載したものはありません．

またSBCを利用したシステムではあ

りませんが，ASP型のネットワーク会

議室サービスであるNTT-ITのMeeting

Plaza(2)は，アプリケーション共有の機

能も持っています．

本システムが参加者の端末とは異な

るサーバ上ですべてのアプリケーション

を実行し，それを共有するのに対し，

MeetingPlazaでは参加者の端末上

でアプリケーションが実行され，それ

を他の参加者との間で共有する点が異

なっています．

なお，本システムはアプリケーショ

ンの実行，データの存在場所がサーバ

に集中している点でセンタ集中型と呼

ぶことができます．このような形態を

とることで，サービス事業者がアプリ

ケーションの提供，運用，さらにはス

トレージの提供など付加的なサービス

まで含め，一貫したサービスを提供で

きる可能性があります．

将来の展望

SBCをベースとするシステムは，す

べての計算機資源がサーバ側に集中し

ているため，データセンタサービスとの

親和性が非常に高いといえます．また

サーバとクライアントの間で常時ネッ

トワークの接続を必要とするため，ま

さに常時接続時代の技術ということが

できます．

データセンタにおけるアプリケーショ

ンの提供や，システムの運用管理など，

高い付加価値を持ったサービスを考え

るうえで重要な技術であり，今後も多

彩なサービスの研究開発を行っていき

たいと思います．
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SBCをベースとする技術・サービスが一
層普及するよう，魅力的な技術を研究開発
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